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「受けるよりは与える方が幸いである」。主イエスの

御教えである。

これについて、幾つか信仰の冊子を拾い読みする

内、二つのお話（証）が目に留まった。主の御教えを

生きるためのヒントを得た思いである。「与えること」

「受けること」について、改めて考えさせられた次第で

ある。お分かちしよう。

一つ目は「与えること」について。米国のある方が

「祖母の思い出」として語られたお話。

。常日頃、実は最も

よい物から順に持ち出しておられたわけである。そし

て神から頂いた良い物とは、生き甲斐と与える（プレ

ゼントする）喜びであった。それにしても差し上げたも

の（与えたもの）だけは助かり、残った（しかも最良の

ものが）。ここにお祖母ちゃんが今までに為して来た

こと、生きて来たことの証は豊かであった。生きている

ことの意味の深い豊かさ、強さは、ほんとは何処にあ

るのだろう。自分のために集めたり貯めこんだりでは

なく、与えること。人と共に生きて、そこで自己を提供

していく部分～本当の命の証というものは、そういう所

でこそ培われ、強くされ、守られていくものであるのか

もしれない。それは神の御国の顧みの下にあって。

さて、次のお話…今度は「受けること」について。こ

れも米国、あるご老人（男性）の証。

。受ける

ことにおいてもまた与え得る者だということ～これは人

の真実を物語る処であるかも。与えること・受けるこ

と、その役割・立場は時と場合によって変化しようが、

与える立場は受ける器あってのこと。「受けるよりは与

える方が幸いである」という御教えは、ただ一方通行

のものではなく、神の御目の下に実に美しくつり合い

を見せる事柄であるのだ。与えることの内に「受け」

（報い）を期待する欲が大きければ善はみすぼらし

い。受けることがただ我儘になっては、愛は空しい。

与えることにおいても、受けることにおいても、真心と

人を思いやる愛、与える愛を、いつも主イエスから学

ぼう。つまり、与えるにせよ、受けるにせよ、愛を持つ

ことだ。そして愛は、結局「与えること」というわけなの

であろうか。


